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る.本図は, 1.初期条件に ∑ cosn7Ex,N-n=1
2(INTl),〟-4(INT2)の2つを用いそれ
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§3.結論
定常解の多重性はカオスにも引き継がれる.従って,(1)式の秩序-カオス遷移を飲める臨界
の分散値 (βC)は決定できないが,数値実験の結果ではβ<5×10N5 でカオスが優勢であるO′ヽ′
この多重性は,パルス個数及び配列が一意的に決まらないためであり,このことはパルスが重
ね合せ可能な基本解となり得ることを示唆している｡従って,解の分岐やカオスの性質をパル
スの運動 (相互作用 )によって理解できる可能性がある｡
個々のattractOrの分岐はQP2が存在することからRuelle-Takens型であると思われる
が現状では断定できない｡分散が比較的大きな場合にはカオスも多重性を示す｡それぞれの弱
いカオスがK.S.E.の強いカオスとどの様に結びつくかという点も興味ある問題である｡数
値実験の結果を見ると強いカオスにおいてもパルス構造が重要な役割を担っているように思わ
れることを付記しておく｡
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